
四

　

部

　

分

　

類

　

の

　

傅

　

統

　

日
比
野
君
か
ら
東
方
文
化
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
が
出
来
た

に
つ
い
て
、
解
題
を
か
ね
て
何
か
目
録
に
開
す
る
こ
と
を
書
け

と
い
ふ
命
令
を
受
け
た
が
さ
て
取
り
立
て
ゝ
書
く
ほ
ど
の
材
料

も
な
い
の
に
困
却
し
た
。
と
こ
ろ
で
今
は
昔
、
島
田
篁
村
博
士

が
「
目
録
ノ
書
ト
史
學
ト
ノ
開
係
」
と
題
す
る
講
演
肘
芦
捗
皿

で
、
目
録
學
は
古
書
０
存
侠
を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
併
せ
て

學
術
の
源
委
を
考
へ
、
世
道
の
隆
替
を
徴
す
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
金
榜
の
「
不
通
漢
酪
文
志
不
可
以
讃
天
下

書
」
の
語
、
或
は
松
崎
嫌
堂
が
門
人
を
し
て
先
づ
聾
文
志
を
讃

ま
し
め
た
と
い
ふ
例
を
阜
げ
て
ゐ
ら
れ
る
。
狩
野
君
山
博
士
も

「
日
本
國
見
在
巻
ふ
録
に
就
ｓ
.
て
」

　

四
皿
Ｊ
Ｅ

　

の
中
に
同
じ
趣

　
　

旨
を
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
。
其
の
他
経
術
に
造
詣
の
深
い
方
々
に

　
　

か
う
ｓ
ふ
お
説
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
漢
志
だ
け
で
は

討

　

な
く
ヽ
目
録
書
を
讃
む
と
い
ふ
こ
と
は
學
術
の
背
景
を
要
し
、

倉

　

田

　

淳

　

之

　

助

難
し
い
こ
と
り
や
う
に
思
は
れ
る
。
殊
に
近
頃
の
や
う
に
引
得

索
引
類
が
完
全
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
讃
む
機
會
は
愈
少
く
な

り
、
各
の
目
録
が
持
つ
特
徴
も
忘
れ
ら
れ
勝
に
な
る
。
私
共
の

　

「
分
類
目
録
」
に
も
通
塗
が
あ
る
の
で
便
利
だ
と
い
は
れ
る
。

か
く
て
は
後
世
よ
り
私
共
を
毀
っ
て
、
學
術
の
衰
こ
ｋ
に
始
ま

る
と
い
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
よ
っ
て
こ
ｘ
に
今
回
０
「
分
類
目

録
」
の
基
本
た
る
四
部
分
類
の
傅
統
に
反
省
を
加
へ
、
漢
籍
目

録
０
二
三
の
特
質
を
考
察
し
、
叉
い
さ
Ｘ
か
解
題
に
及
び
た
い

と
思
ふ
。

　
　
　
　

七
略
の
創
刑

　

支
那
の
思
想
飲
會
が
漢
代
に
於
て
経
の
一
首
に
統
一
さ
れ
、

政
治
と
の
結
び
つ
き
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
其
の
後
動
接
し
な

か
っ
た
と
同
じ
や
う
に
、
其
の
思
想
飲
界
を
反
映
し
た
目
録
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詔

　

が
、
七
略
０
創
定
よ
り
四
部
分
類
へ
の
樗
化
は
あ
る
も
の
Ｘ
、

　
　

其
０
根
抵
に
於
て
は
除
り
動
揺
し
て
ゐ
な
い
こ
と
は
先
づ
注
意

　
　

さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。
現
存
目
録
の
鼻
祖
た
る
漢
志
が
七
略
を

　
　

承
襲
し
、
七
略
の
前
に
は
劉
向
等
の
校
讐
が
先
行
し
た
こ
と
は

　
　

言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
校
讐
よ
り
七
略
・
爾
志
の
成
立
に

　
　

至
る
間
に
漢
籍
目
録
の
特
徴
の
大
牛
は
備
は
る
０
で
あ
っ
て
、

　
　

爾
志
が
古
典
研
究
の
上
で
占
め
る
重
要
さ
は
同
時
に
又
目
嚇
學

　
　

に
於
て
も
同
様
な
０
で
あ
る
。
漢
志
を
理
解
す
る
こ
と
は
漢
籍

　
　

目
録
０
持
つ
意
義
の
一
牛
を
究
め
る
こ
と
に
な
る
。
漢
書
蓼
文

　
　

志
は
其
の
成
立
の
過
程
を
述
べ
て

　
　
　

漢
興
、
改
秦
之
敗
、
大
敗
篇
籍
、
廣
開
猷
書
之
路
、
迄
孝
武

　
　
　

世
、
書
訣
簡
貌
、
破
壊
楽
崩
、
聖
上
咽
然
而
櫛
目
、
朕
甚
閔

　
　
　

焉
。
於
是
建
蔵
書
之
策
、
置
寫
書
之
官
、
下
及
諸
子
傅
説
、

　
　
　

皆
充
秘
府
、
至
成
帝
時
、
以
書
頗
散
亡
、
使
訓
者
陳
農
求
遺

　
　
　

書
於
天
下
、
詔
光
締
大
夫
劉
向
校
経
傅
扉
子
詩
賦
、
歩
兵
校

　
　
　

尉
任
宏
校
兵
書
、
太
史
令
尹
咸
校
散
術
、
侍
河
李
柱
國
校
方

　
　
　

技
、
毎
一
書
已
、
向
軋
條
具
篇
目
、
撮
其
指
意
、
録
而
奏

　
　
　

之
、
會
向
卒
、
哀
帝
復
使
向
子
侍
中
奉
車
都
尉
歌
、
卒
父

　
　
　

業
、
歌
於
是
總
群
書
而
奏
其
七
略
、
故
有
輯
略
、
有
六
藷

　
　
　

略
、
有
諸
子
略
、
有
兵
書
略
、
有
術
数
略
、
有
方
技
略
、
今

剛
其
要
、
以
備
篇
籍
。

　

こ
ゝ
に
記
さ
れ
た
蒐
集
、
散
亡
、
校
讐
、
編
目
、
の
因
果
作

用
は
後
世
も
屡
見
る
と
こ
ろ
で
、
目
録
開
端
の
こ
ゝ
に
其
の
例

を
見
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
我
が
日
本
國
現
在
書
目
録
も
亦
冷

然
院
の
火
災
が
動
機
で
あ
る
。
七
略
の
法
文
に
抹
れ
ば
、
武
帝

が
献
書
の
路
を
開
い
て
か
ら
、
百
年
の
間
に
、
書
は
積
ん
で
山

の
如
し
と
い
ひ
、
其
の
量
の
多
き
を
知
る
と
共
に
、
常
時
の
簡

策
が
則
閔
書
寫
に
手
数
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像

す
る
が
、
劉
向
か
校
讐
の
命
を
受
け
た
の
は
、
本
紀
に
嫁
れ
ば

河
千
三
年
で
あ
っ
て
、
風
俗
通
（
御
覧
六
〇
六
）
は
書
を
校
す
る

こ
と
二
十
飴
年
と
い
ぶ
か
、
本
傅
に
誄
れ
ば
、
「
向
居
列
大
夫

官
、
前
後
三
十
除
年
、
年
七
十
こ
卒
ヽ
、
卒
後
士
二
歳
、
而
王
氏
代

漢
」
と
あ
っ
て
、
卒
年
を
推
算
し
て
緩
和
元
年
と
認
め
て
良
い

や
う
で
あ
り
、
校
讐
に
従
事
す
る
こ
と
前
後
十
八
年
で
あ
る
。

其
の
子
歌
０
傅
に
は

　

河
子
中
受
詔
、
呉
父
向
校
秘
書
、
講
六
蓼
傅
記
諸
子
詩
賦
数

　

術
方
技
、
無
所
不
究
、
向
死
後
、
歌
復
篤
中
桑
校
尉
、
哀
帝

　

初
即
位
、
大
司
馬
王
莽
畢
欲
宗
室
有
材
行
、
認
侍
中
太
中
大

　

夫
、
遷
騎
郡
尉
奉
車
光
締
大
夫
、
貴
幸
、
復
領
五
経
、
卒
父

　

前
業
、
歌
乃
集
六
駱
群
１
　
、
種
別
篤
七
略
。
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と
あ
り
、
以
上
が
漢
志
成
立
ま
で
の
事
賓
０
記
載
で
あ
る
が
、
。
。
を
知
る
の
で
あ
る
。
叙
録
が
篇
目
を
畢
げ
、
校
讐
の
次
第
、
撰

　
　

こ
刄
校
讐
が
兵
書
・
敷
術
・
方
技
の
粂
ね
難
き
も
０
に
分
任
の
制

　
　

者
０
紹
介
、
書
の
内
容
、
具
侭
、
評
断
に
及
び
、
後
世
解
題
の

　
　

を
と
り
な
が
ら
、
一
書
畢
る
毎
に
劉
向
か
斂
録
０
仕
上
げ
を
し

　
　

範
と
し
て
、
四
庫
提
要
の
先
啖
も
こ
ｘ
に
見
ら
れ
る
。

　
　

て
ゐ
る
。
彼
０
學
問
が
一
頭
地
を
抜
心
て
ゐ
た
に
も
よ
る
け
れ

　
　
　

歌
０
傅
に
「
講
六
蒔
傅
記
諸
子
詩
賦
数
術
方
技
、
無
所
不
究
」

　
　

ど
も
、
値
例
の
統
一
は
さ
う
せ
ね
ば
期
せ
ら
れ
な
い
。
七
略
が

　
　

と
あ
る
の
は
、
歌
に
七
略
の
編
纂
が
あ
る
に
本
い
た
語
で
あ
ら

　
　

こ
の
結
果
に
基
を
置
く
駄
一
に
於
て
、
目
録
學
次
の
上
か
ら
も
重

　
　

う
が
、
向
の
死
後
、
校
讐
の
辛
覆
を
共
に
し
た
子
欲
が
父
の
業

　
　

要
な
開
係
を
持
つ
の
で
あ
る
。
編
目
に
於
て
も
分
任
に
如
く
は

　
　

を
卒
へ
る
の
命
を
受
け
た
ｏ
は
営
然
で
あ
る
。
し
か
し
其
の
篤

　
　

な
く
、
但
最
後
に
統
一
を
要
す
る
。
後
世
目
録
の
堵
訓
が
値
例

　
　

に
七
略
は
斂
の
手
に
な
っ
た
に
し
て
も
、
其
の
創
意
が
向
歌
何

　
　

の
統
一
を
訣
く
場
合
は
屡
あ
り
、
殊
に
七
略
を
承
襲
し
た
漢
志

　
　

れ
に
出
で
た
か
分
ち
難
く
な
っ
た
。
別
録
・
七
略
共
に
開
元
書

　
　

が
、
七
略
に
無
い
と
こ
ろ
の
太
玄
・
法
言
・
巣
・
蔵
の
篇
を
Ｉ

　
　

目
に
本
づ
く
新
唐
志
に
著
録
さ
れ
た
後
亡
ん
で
し
ま
っ
た
も
の

　
　

と
し
て
儒
家
類
に
入
れ
、
鄭
樵
‘
章
學
誠
等
の
讐
議
を
受
け
る

　
　

で
あ
る
が
、
（
別
録
は
通
志
蔀
文
略
、
焦
氏
経
籍
志
著
録
）
湊
志

　
　

所
以
で
あ
る
。
叉
此
の
校
讐
が
翻
閲
書
寫
に
不
便
な
簡
策
で
あ

　
　

（
前
引
）
に
は
「
會
向
卒
、
―
上
貝
帝
復
使
向
子
歌
卒
父
業
、
歌

　
　

っ
た
に
し
て
も
Ｊ
子
歌
を
始
め
、
函
書
中
に
散
見
す
る
杜
參
「
管

　

於
是
總
群
書
而
奏
其
七
略
、
」
と
い
ふ
。
總
目
の
鼻
嵐
た
る
七
略

　
　

子
斂
録
作
富
參
）
班
拵
或
は
房
鳳
・
王
襲
等
の
協
力
者
が
あ
っ

　
　

が
な
ぜ
略
と
題
す
る
か
は
明
に
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
が
、
通

　
　

て
さ
へ
、
劉
欲
ｏ
上
山
海
経
表
の
建
平
元
年
ま
で
に
は
二
十
二

　
　

説
は
別
録
の
繁
に
對
し
て
略
と
名
づ
く
と
い
ふ
。
こ
れ
は
別
録

　
　

年
を
要
し
た
大
事
業
で
あ
る
。
校
讐
に
對
す
る
叙
録
は
各
書
に

　
　

が
、
七
略
よ
り
先
に
成
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
七
略
ｏ
成

　
　

載
貰
別
に
集
め
録
し
て
一
冊
と
し
た
別
録
二
１
　
巷
皿
心
唐
は

　
　

書
の
時
期
は
上
山
海
経
表
の
建
平
元
年
及
び
書
を
太
常
博
士
に

　
　

今
は
、
戦
國
策
・
晏
子
・
孫
卿
新
書
・
管
子
・
韓
非
子
・
狐
析

　
　

移
し
て
諸
儒
ｏ
怨
恨
と
大
司
空
師
丹
の
怒
を
買
ひ
、
出
で
て
守

　
　

の
各
叙
録
或
は
諸
１
　
に
引
か
れ
た
断
章
零
句
が
あ
る
に
過
ぎ
な
Ｉ
た
ら
ん
こ
と
を
求
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
多
分
建
平
元
年
頃
で

ｓ

　

い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
校
讐
ｏ
内
容
或
は
叙
録
の
値
裁

　
　

あ
ら
う
と
推
量
さ
れ
る
が
、
別
録
の
成
書
の
時
期
に
つ
い
て
は
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Ｊ

　

更
に
明
文
が
た
い
。
玩
孝
緒
０
七
篇
序
難
頴
に
に
昔
劉
向
校

　
　

書
蝋
認
一
録
、
論
其
指
錨
、
辨
共
誼
謬
、
隨
竟
奏
上
、
皆
載
在

　
　

本
書
、
時
叉
別
集
衆
録
、
謂
之
別
録
、
即
今
之
別
鐘
是
也
、
子

　
　

歌
撮
共
指
要
、
著
篤
七
略
」
と
い
ふ
。
阿
孝
緒
の
解
糧
に
従
へ

　
　

ば
「
時
叉
」
と
い
ひ
、
下
に
「
子
歌
」
と
あ
る
か
ら
、
別
篇
は

　
　

向
自
身
が
隨
時
に
余
録
を
集
め
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
た
る
。

　
　

し
か
し
勿
論
校
響
そ
の
も
の
が
未
了
に
し
て
死
ん
だ
の
だ
か
ら

　
　

別
録
は
其
の
手
に
完
結
し
た
も
０
で
な
く
、
別
録
に
は
恐
ら
く

　
　

政
の
叙
篇
も
含
ま
れ
た
で
あ
ら
う
。
す
で
に
上
山
海
経
表
が
建

　
　

平
元
年
で
あ
り
、
七
略
よ
り
後
れ
た
か
と
い
ふ
推
定
も
行
は
れ

　
　

る
。
甚
し
き
は
『
「
時
又
別
集
衆
録
」
と
い
ふ
は
、
向
歌
０
手
に
出

　
　

た
も
０
で
な
い
。
多
分
七
略
が
出
来
上
っ
た
の
で
、
時
人
が
始

従
ふ
と
し
て
も
、
七
略
中
の
輯
略
に
對
す
る
解
憚
は
ど
う
な
る

か
。
別
録
が
同
じ
く
故
の
手
に
結
輯
さ
れ
な
が
ら
、
輯
略
以
上

の
詳
細
な
も
の
を
附
す
る
筈
も
な
い
。
且
つ
性
質
０
異
な
る
も

０
で
あ
る
か
ら
、
向
０
條
例
の
如
き
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、

七
略
に
、
簡
略
に
し
て
撮
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
い
。
別
鎌
に
は

輯
略
に
郭
一
敵
す
る
も
０
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
略
に
は
左
傅

０
「
天
子
経
略
」
「
武
侯
之
略
」
の
や
う
に
「
界
」
と
い
ふ
義
が

あ
る
。
そ
こ
で
章
炳
麟
は
「
略
者
封
診
之
正
名
、
傅
曰
天
子
経

略
、
所
以
標
別
群
書
之
際
、
其
名
賓
毛
然
」
皿
心
と
い
ふ
。
し

か
し
略
は
元
来
總
雄
す
る
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
か
ら
引
仲
し
て

簡
略
の
意
と
な
る
。
漢
志
の
「
欲
於
是
總
群
書
而
奏
其
七
略
」

を
９
　
心
に
讃
め
ば
、
群
書
を
總
括
し
て
七
略
を
作
っ
だ
の
で
、

言
ひ
換
へ
れ
ば
「
群
書
七
略
」
で
あ
る
。
群
書
を
分
類
し
、
一

覧
に
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
常
時
と
し
て
は
破
天
荒
の
こ
と
で

其
の
意
味
蛎
取
っ
て
七
略
と
名
づ
け
た
も
の
と
解
す
る
・
七
録

序
に
「
其
一
篇
印
六
篇
之
總
最
、
故
以
輯
略
篤
名
」
と
い
ふ
に

よ
く
あ
て
は
ま
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
誘
志
小
説
家
小
序
に

「
可
以
通
萬
方
之
略
矣
」

　

の
用
例
が
あ
る
。
先
に
は
淮
南
要
略

訓
の
例
は
あ
る
が
、
涜
志
中
に
は
書
名
に
略
を
用
０
　
た
例
は
な

く
、
隋
志
に
は
頗
る
流
行
し
た
こ
と
を
見
る
。

　

七
略
は
断
片
的
な
が
ら
其
の
侠
文
か
ら
推
せ
ば
、
撰
者
、
内

容
等
に
間
す
る
記
述
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
南
志
は
更
に

「
則
其
要
」
し
て
成
っ
た
も
０
で
あ
る
が
、
「
人
」
「
出
」
と
注
す

る
も
０
以
外
、
分
類
次
序
に
は
堵
側
は
な
い
。
し
か
ら
ば
涜
志

に
見
る
や
う
な
七
略
の
分
類
は
別
録
に
於
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
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か
劉
歌
の
本
１
　
に
は
趾
別
焉
七
略
」
と
い
ふ
か
ら
ヽ
別
録
が
後

　
　
　

に
成
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
問
題
は
な
い
け
れ
ど
も
、
前
に
あ
り
ｙ

　
　
　

と
す
れ
ば
、
別
録
に
は
「
種
別
」
９
事
賓
が
な
い
筈
で
あ
る
。

　
　
　

し
か
し
、
所
書
を
目
観
す
る
隋
志
簿
鐘
篇
に
は
「
劉
向
別
録
、

　
　
　

劉
散
七
略
、
剖
析
條
流
、
各
有
其
部
」
と
い
ぴ
、
。
別
録
に
も
分

　
　
　

部
が
あ
っ
た
こ
と
に
た
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
校
讐
の
初
に
分
任

　
　
　

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
別
録
。
が
衆
録
を
集
め
た
も
０
に
過

　
　
　

ぎ
な
い
と
し
て
も
、
大
別
は
自
ら
存
す
る
筈
で
、
七
略
の
「
種

　
　
　

別
」
は
「
序
六
酪
篤
九
種
」
或
は
「
六
略
三
十
八
種
」
と
い
ふ

　
　
　

ゃ
う
な
更
に
細
い
分
類
を
指
す
０
で
あ
ら
う
。
一
１
　
七
略
が
出

　
　
　

来
る
と
、
別
録
の
書
名
は
七
略
に
對
す
る
別
録
０
如
く
解
さ
れ

　
　
　

易
い
。
そ
こ
で
玩
孝
緒
が
わ
ざ
く
解
憚
し
て
「
別
集
衆
録
」

　
　
　

と
い
ひ
、
艶
に
「
今
之
別
録
是
也
」
と
も
言
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

し
か
も
隋
志
以
下
の
著
録
は
七
略
別
録
と
な
っ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

七
略
の
分
類
が
父
向
の
意
を
受
け
た
か
、
乃
至
は
歌
の
濁
創

　
　
　

に
出
る
か
は
定
め
難
い
け
れ
ど
も
、
賓
際
の
結
撰
が
劉
歌
に
な

　
　
　

る
以
上
彼
の
分
類
と
見
て
差
支
な
い
。
し
か
し
其
０
分
類
は
前

　
　
　

代
よ
り
の
積
成
か
お
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
か
の
荘
子

　
　
　

天
下
篇
・
戸
子
廣
潭
篇
・
菊
子
非
十
二
子
篇
解
蔽
篇
・
韓
非
子

2
5

　

瀬
學
篇
・
呂
氏
春
秋
不
二
篇
等
に
見
ゆ
る
論
客
の
百
分
は
著
名

　

な
も
０
で
あ
る
が
、
韓
非
子
に
「
儒
」
を
挙
げ
て
ゐ
右
以
外
、

　

柚
れ
も
姓
名
を
指
し
、
其
の
説
の
特
徴
を
記
す
底
の
も
の
で
、

　

且
つ
支
那
０
思
想
家
０
常
と
し
て
断
片
的
な
論
説
で
あ
り
其
に

　

對
す
る
評
論
は
亘
々
と
な
り
勝
で
あ
る
。
分
類
と
し
て
は
自
己

　

立
説
の
對
象
と
し
て
散
べ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
て
、
も
っ
と
全

‘
膿
０
立
場
よ
り
見
ら
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
淮
南
要
略
訓
に
縦
横
家

　

が
見
え
る
が
、
明
に
六
家

　

一
陰
陽
家

　

二
儒
家

　

三
１
　
家

　

四
名
家

　

五
法
家

　

六
道
徳
家
を
敷
へ
た
史
記
太
史
公
自
序
の

　

所
論
は
、
最
も
學
派
的
百
分
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
穴

　

家
は
淮
南
子
の
縦
横
家
と
共
に
、
劉
歌
０
諸
子
略
の
根
幹
と
か

　

り
、
雑
家
・
農
家
・
小
説
家
が
加
へ
ら
れ
て
諸
子
略
を
形
成
し

　

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
漢
の
統
一
二
百
年
、
殊
に
董
仲

　

舒
の
「
諸
不
在
六
蓼
之
科
、
孔
子
之
術
者
、
皆
絶
其
道
、
勿
使

　

並
進
」
と
い
ふ
對
策
が
あ
っ
て
百
二
十
能
年
後
の
分
類
で
あ
っ

　

て
、
諸
子
略
は
六
略
略
に
次
ぎ
、
経
學
に
よ
っ
て
思
想
統
一
を

　

遂
げ
た
結
果
を
示
し
、
そ
の
昔
、
斉
の
稜
下
、
遊
説
の
士
散
百

　

千
人
と
い
ふ
處
士
横
議
の
状
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。
先
秦
の

　

書
を
取
扱
ひ
、
其
の
學
術
の
源
流
を
辨
じ
っ
χ
、
。
分
類
は
漢
代

　

思
想
祀
界
の
舷
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
六
略
略
・
諸
子
略
に
次

　

い
で
、
詩
賦
略
は
満
代
に
盛
行
し
、
向
等
の
校
す
る
と
こ
ろ
向
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5
2

　

杜
參
に
は
作
も
あ
る
。
兵
書
に
つ
い
て
は
漢
初
張
良
韓
信
の
訓

　
　

定
し
た
兵
法
が
あ
り
、
醤
薬
｡
　
_
ｔ
-
笈
・
種
樹
の
書
は
秦
に
於
て

　
　

ｔ
去
ら
ざ
る
所
、
夫
々
大
綱
の
別
は
自
ら
存
し
た
で
あ
ら
う
。

　
　

こ
れ
ら
分
任
に
出
づ
る
兵
書
略
・
数
術
略
・
方
技
略
を
以
て
構

　
　

成
し
た
分
類
は
、
営
時
と
し
て
は
経
常
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
　

し
か
し
支
那
０
文
化
が
組
織
と
猫
創
に
弱
鮎
を
持
つ
こ
と
は
、

　
　

目
録
學
に
於
て
も
、
現
竃
０
個
々
を
處
理
す
る
に
は
比
較
的
忠

　
　

賓
で
あ
る
が
、
先
づ
自
ら
の
思
想
規
範
を
立
て
Ｘ
、
個
々
を
其

　
　

の
範
暗
に
律
す
る
と
い
ふ
訟
に
乏
し
い
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
は

　
　

施
い
て
は
数
量
主
義
と
な
０
、
附
庸
と
雑
が
多
く
用
ぴ
ら
れ

　
　

る
。
分
類
０
現
官
主
義
は
、
分
類
の
規
準
が
不
統
」
と
な
り
易

　
　

い
訣
陥
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
面
に
は
其
の
時
代
の
學
術
思
想

　
　

の
前
長
を
端
的
に
表
す
優
鮎
が
あ
る
。

任
務
を
最
も
良
く
果
し
た
勁
は
、
後
来
の
他
の
如
何
た
る
目
録

よ
り
も
大
き
い
の
で
あ
る
。

　

七
略
０
編
纂
あ
っ
て
よ
り
約
九
１
　
年
、
漢
書
十
志
０
一
つ
と

し
て
探
入
さ
れ
た
。
そ
の
九
十
年
の
間
に
は
王
莽
の
末
に
焼
か

れ
る
こ
と
あ
り
、
光
武
の
好
文
に
よ
っ
て
叉
充
積
蒐
集
０
こ
と

あ
り
ノ
紀
閣
の
蔵
は
必
ず
爰
動
か
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か

も
校
書
郎
班
固
は
「
今
州
其
要
、
以
備
篇
籍
」
と
序
し
て
七
略

を
承
襲
し
、
僅
に
楊
雄
・
劉
向
の
書
を
入
れ
、
重
複
を
出
し
、

其
０
文
を
削
っ
た
に
止
ま
る
。
其
の
態
度
か
ら
推
し
て
、
叉
阿

孝
緒
０
「
其
一
篇
印
六
篇
之
總
最
、
故
以
輯
略
篤
名
」
の
解
憚

か
ら
漢
志
の
小
序
は
輯
略
を
分
ち
節
録
し
た
も
の
、
輯
略
は
學

術
の
源
流
を
重
ん
す
る
も
の
、
今
詩
賦
略
に
總
序
あ
っ
て
小
序

が
な
い
の
は
其
の
間
の
事
情
を
物
語
る
か
と
思
は
れ
る
が
、
衆

　

兎
に
角
劉
向
等
０
校
響
が
盗
く
書
物
に
良
い
結
果
を
残
し
た

　
　

訟
紛
々
、
に
は
ふ
に
是
非
を
定
め
難
い
。

と
は
言
ひ
難
い
が
、
其
の
二
十
除
年
に
亙
る
校
畳
の
努
力
と
、

　
　
　

既
存
の
目
鎌
を
と
っ
て
史
志
の
一
篇
に
備
へ
た
こ
と
は
、
班

そ
れ
に
よ
っ
て
生
れ
た
七
略
０
分
類
が
草
創
の
困
難
に
も
拘
ら

　
　

固
よ
り
俑
を
な
す
も
０
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得

ず
、
永
く
支
那
の
目
録
の
基
幹
と
な
り
得
た
こ
と
は
、
後
来
其

　
　

る
と
こ
ろ
は
、
東
漢
の
現
蔵
を
録
す
る
よ
り
も
固
よ
り
大
き

の
校
轡
と
編
目
に
彿
は
れ
た
努
力
を
凌
ぐ
研
鐙
が
無
か
っ
た
こ

　
　

い
。
劉
知
幾
の
妄
言
た
る
は
言
ふ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
亦
亡
失
せ
ん
と
す
る
過

　
　
　
　
　
　
　

四
部
分
類
の
成
立

去
の
精
榊
的
所
産
を
、
現
代
の
知
識
に
結
び
つ
け
る
目
録
學
の
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一
且
分
類
の
先
例
が
開
け
る
と
、
そ
れ
を
打
破
し
て
新
分
類

を
樹
て
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
私
人
の
目
録
で
は
な
く
公
蔵

の
場
合
は
一
個
の
見
は
立
て
難
く
、
前
代
の
成
法
に
従
ひ
易
い
。

又
恂
古
趣
味
だ
け
で
は
な
く
蔵
儲
の
賓
際
問
題
と
件
ひ
、
そ
の

制
約
が
微
少
た
り
と
も
分
類
に
影
響
し
た
こ
と
が
な
い
と
は
い

　

劉
歌
七
略

―輯

　
　

略

兵
書
略
四
種

術
数
略
六
種

方
技
略
四
種

葡
昴
晋
中
経
簿

へ
ま
い
。
東
漢
に
於
て
は
「
依
七
略
而
篤
書
部
」
麹
志
と
い
ふ
。

七
略
の
後
隋
志
に
至
る
ま
で
に
は
二
十
除
種
の
目
録
が
編
せ
ら

れ
て
ゐ
る
が
、
只
そ
の
名
を
記
録
さ
れ
る
の
み
で
亡
侠
し
て
傅

は
ら
な
い
。
僅
に
七
録
序
と
隋
志
序
に
注
目
す
べ
き
散
種
の
綱

目
が
拳
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
説
明
の
煩
を
避
け
て
表
に
す
れ
ば

　
　

王
倹
七
志

門
司
叫
副
劉

陰
陽
ふ
皿
四

術

　

蓼

　

志

　

方
技

圖

　

譜

　

志

　

皿
皿
及

道
佛
附
見

｜経

　

典

　

鎌

　

友
娶

子

　

兵

　

録

　

子
書
・
兵
書

　
　

子

　

部

　

十
四
種

文

　

集

　

録

　

詩
賦

術

　

技

　

録

　

敷
術

佛

　

法

　

録

仙

　

道

　

録

集

　

部

　

三
種

道

　

経

佛

　

経

－45

甲
部

　

六
套
及
小
學
等
書

六
齢
略
九
種

　

乙
部
記
器
殿
諺
皿

　

諸
子
志
＜
!
＾
■
^
ｆ
ｌ
ｉ
Ｓ
^
＾

　
　
　　
　
Ｕ
傅
録
嗇
　
　
史
部
十
一
覆

諸
子
略
十
種

　

内
部
啜
％
市
*
　
-
H
i
t
覧

　

文

　

翰

　

志

　

詩
賦

詩
賦
略
゜
種

　

丁
部

　

匹
賦
・
圖
價
・
恣

ﾐﾄ

｜
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紙
幅
の
都
介
上
七
略
・
七
録
・
隋
志
の
種
目
を
略
す
る
が
、

魏
の
腿
書
郎
鄭
獣
の
中
経
に
因
っ
て
晋
の
秘
書
院
菊
晶
が
更
に

新
薄
を
著
し
、
宋
に
な
っ
て
秘
書
丞
王
倹
が
七
志
を
撰
し
、
梁

で
は
防
孝
緒
が
七
録
を
篤
っ
た
。
七
録
序
に
「
劉
氏
之
書
、
史

書
甚
寡
、
附
見
春
秋
、
誠
得
其
例
、
今
衆
家
記
傅
、
倍
於
経
典
、

蝸
従
此
志
、
賓
篤
繁
蕪
、
且
七
略
詩
賦
、
不
従
六
島
詩
部
、
蓋

由
其
１
　
既
多
、
所
以
別
狐
一
略
、
今
依
擬
斯
例
、
分
出
衆
史
、

序
記
輯
録
、
篤
内
篇
第
二
」
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
文
献
の

整
理
が
悉
ぐ
學
術
の
涯
分
と
今
致
し
難
く
、
時
に
は
数
量
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
た
言
で
あ
っ
て
、
後
代
に
も
通

す
る
の
で
あ
る
。
七
略
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
諸
子
略
は
六
唇
略

の
次
に
置
か
れ
て
ゐ
る
が
、
恂
戦
國
處
士
横
議
０
除
勢
を
以
て

十
種
あ
り
、
術
数
略
方
技
略
は
共
に
秦
の
焼
か
ざ
る
所
を
以
て

六
種
、
四
種
あ
り
、
史
傅
は
其
０
逆
と
見
ら
れ
る
。
漢
よ
り
以

来
史
書
の
設
出
は
、
萄
昌
の
中
紅
節
に
丙
部
０
掲
立
と
な
り
、

六
島
・
諸
子
・
詩
賦
と
共
に
四
部
０
根
幹
を
な
す
に
至
っ
た
。

ま
こ
と
に
四
部
分
類
の
先
倍
で
あ
る
。
け
れ
ど
四
部
に
は
總
括

さ
れ
た
が
、
混
在
を
免
れ
難
い
。
右
の
表
に
は
出
て
な
い
が
、

菊
易
よ
り
約
七
十
年
遅
れ
て
暫
の
著
作
佐
郎
李
充
が
、
葡
昴
の

著
阿
に
な
ら
ひ
、
そ
の
乙
丙
の
書
を
換
へ
、
甲
部
五
経
‥
乙
部

史
記
・
内
部
諸
子
・
丁
部
詩
賦
と
し
た
。
本
傅
に
「
煩
重
を
削

除
し
、
類
を
以
て
相
従
ふ
。
分
っ
て
四
部
と
な
す
、
甚
だ
條
貫

あ
り
。
秘
閣
以
て
永
制
と
な
す
」
と
い
ひ
、
七
鐘
序
に
は
「
こ

れ
よ
り
後
、
世
孝
相
組
述
す
」
と
い
０
　
、
こ
れ
以
後
多
く
の
目

録
は
殆
ん
ど
四
部
を
題
名
と
し
て
ゐ
る
。
王
倹
の
七
志
は
分
類

０
名
栴
は
腱
へ
た
が
、
七
略
に
な
ら
う
た
も
０
、
其
０
中
０
圖

譜
志
は
、
七
略
が
六
略
な
る
篤
其
０
一
つ
を
充
し
た
も
の
で
あ

る
・
阿
孝
緒
の
七
鐘
は
其
の
序
に
も
言
ふ
通
り
七
略
と
七
志
と

を
斟
酌
し
た
も
の
で
あ
る
。
子
兵
鐘
に
つ
い
て
は
「
兵
書
脱
に

少
し
。
別
鐘
す
る
に
足
ら
ず
、
今
子
０
末
に
附
す
」
と
言
ひ
、

数
量
主
義
に
よ
っ
て
併
合
を
行
っ
た
も
の
で
、
術
技
を
も
併
合

す
る
一
歩
手
前
で
あ
る
。
文
集
録
り
小
類
に
楚
餅
部
・
別
集
部
・

總
集
部
・
雑
文
部
を
分
っ
た
こ
と
は
、
雑
文
部
硲
除
け
ば
今
に

至
る
砥
で
奉
じ
て
準
繩
と
す
る
所
で
あ
る
。
別
集
と
雑
文
と
の

涯
分
は
恐
ら
ぐ
文
値
に
あ
っ
た
こ
と
ｘ
思
は
れ
る
が
、
由
来
集

部
は
雑
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
こ
れ
を
文
學
の
對
俗
と
す
る

０
は
詩
文
の
名
の
下
に
、
比
較
的
文
學
の
要
素
を
多
く
含
む
を

以
て
で
あ
っ
て
、
碑
銘
・
傅
賛
・
秦
疏
等
を
も
包
容
し
て
ゐ
る

し
、
表
現
結
構
を
重
す
る
勘
よ
り
言
へ
ば
、
史
涜
も
又
其
の
列

に
入
る
、
文
學
の
立
場
か
ら
は
寧
ろ
七
略
り
詩
賦
略
が
純
粋
に
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近
い
・
七
志
に
は
道
佛
は
附
見
し
た
と
い
ふ
・
が
ヽ
七
録
に
は
佛

　
　
　

経
書
が
道
経
書
に
先
じ
て
二
録
を
な
し
た
。
但
總
目
に
佛
経
書

　
　
　

‘
が
入
っ
た
０
は
、
七
録
序
０
古
今
書
最
に
ょ
れ
ば
、
晋
中
経
簿

　
　
　

が
初
で
あ
る
。

　
　
　

隋
志
に
至
っ
て
経
史
子
集
四
部
の
名
は
確
定
し
た
。
其
の
序

　
　
　

に
よ
れ
ば
、
馬
史
班
書
王
玩
志
録
を
會
葦
す
る
に
あ
る
や
う
だ

　
　
　

が
、
直
接
は
七
録
に
依
り
、
各
書
條
下
に
梁
に
云
々
と
い
ふ
注

　
　
　

は
其
の
比
較
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
月
本
國
現
在
書
目
は
又
此

　
　
　

０
隋
志
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
言
は
れ
る
通
り

　
　
　

で
あ
る
。
史
書
日
に
繁
く
、
七
録
０
紀
傅
節
が
史
部
の
定
名
を

　
　
　

持
っ
た
こ
と
も
、
既
に
久
し
く
経
書
と
並
び
重
ぜ
ら
れ
る
や
う

　
　
　

に
な
っ
。
て
ゐ
る
の
で
営
然
０
勢
で
あ
る
。
（
帝
及
即
位
、
集
公
卿

　
　
　

ａ
下
有
文
學
者
八
十
除
人
ゝ
於
麟
麟
殿
刊
訟
一
か
四
書
ｏ
又
奏

　
　
　

追
李
文
博
陸
従
典
等
學
者
十
除
■
＜
’
　
ａ
定
か
和
昌
五
・
後
魏

　
　
　

始
都
奥
代
南
略
中
原
＾
祖
壮
齢
和
昌
三
）
子
部
に
方
技
数

　
　
　

術
が
併
さ
れ
て
四
部
の
統
合
は
略
成
り
、
「
於
東
都
観
文
殿
東
西

　
　
　

廂
。
構
屋
以
貯
之
、
東
屋
蔵
甲
乙
、
西
屋
蔵
丙
丁
」
隋
志
と
い

　
　
　

ふ
事
賓
と
相
庶
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
「
道
佛
者
、
方
外
之

　
　
　

教
、
聖
人
之
遠
致
也
」
と
し
て
四
部
の
末
に
附
せ
ら
れ
、
唐
志

2
5

　

に
至
っ
て
道
書
と
憚
氏
は
道
家
に
併
さ
れ
て
子
部
に
統
合
さ
れ

た
。
倚
隋
志
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
著
録
に
撰
揮
の
加
へ
ら

れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
其
奮
鐘
所
取
、
文
義
滉
俗
、
無
盆
教

理
者
、
並
釧
去
之
、
其
黄
録
所
遺
、
僻
義
可
采
、
有
所
弘
芸
者
、

咸
附
入
之
」
と
い
ふ
態
度
は
、
見
存
書
と
著
録
数
に
非
常
な
開

き
が
あ
る
。
。
た
医
桜
雑
の
程
度
に
も
よ
る
が
、
取
捨
は
一
時
に

出
で
、
１
　
籍
の
生
命
は
永
い
。
後
代
に
も
取
捨
０
厄
は
冤
れ
な

い
。

　

経
史
子
集
の
分
、
更
に
其
の
中
の
小
類
に
は
次
序
０
上
に
價

値
判
断
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
儒
家
思
想
の
道
を
中
心
と
す
る

考
、
い
は
ゆ
る
大
上
有
立
徳
、
其
次
有
立
功
、
其
次
有
立
言
で
、

こ
の
種
の
見
地
は
其
の
瞭
抹
を
學
げ
る
に
逡
が
な
ｓ
。

　

以
上
で
四
部
分
類
成
立
の
大
略
と
開
合
の
理
法
を
概
観
し
得

た
か
に
思
ふ
。
以
後
０
こ
と
は
一
々
論
及
の
除
裕
は
な
い
け
れ

ど
も
、
四
庫
全
書
の
大
成
と
い
ひ
、
近
人
の
整
備
と
い
ひ
、
皆

こ
の
開
合
０
理
法
を
辿
る
。
十
進
法
０
流
入
に
よ
る
動
揺
な
ど

は
自
ら
別
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　

東
方
文
化
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録

　

今
日
漢
籍
目
’
録
を
編
纂
し
四
部
分
類
を
探
る
と
す
れ
ば
、
矢

張
り
清
の
四
庫
１
　
書
總
目
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
、
清
朝
の
目
録
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釦

　

學
者
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
、
或
は
近
人
に
ょ
っ
て
研
究
さ
れ
た

　
　

結
巣
を
嶮
討
探
用
す
る
に
あ
る
。
試
み
に
四
庫
に
つ
い
て
議
す

　
　

べ
き
二
三
を
挙
げ
て
言
へ
ば
、
経
部
噌
類
０
通
破
之
泌
・
雑
破

　
　

書
之
屡
、
子
部
譜
録
類
が
あ
り
、
其
の
後
の
學
術
登
展
と
文
献

　
　

の
・
噌
加
よ
り
す
れ
ば
、
史
部
目
録
類
中
の
金
石
之
愚
或
は
卑
硯

　
　

さ
れ
た
集
部
詞
曲
類
が
あ
り
、
又
子
部
雑
家
類
雑
編
之
尨
に
附

　
　

出
た
る
叢
書
は
、
盃
に
澄
生
堂
書
目
に
萌
芽
し
近
く
は
書
目
答

　
　

問
に
叢
書
部
と
し
て
分
立
し
た
。
更
に
近
来
書
目
編
纂
に
難
問

　
　

題
と
な
っ
て
ゐ
る
近
代
科
學
０
影
響
を
受
け
た
著
述
が
あ
る
。

　
　

こ
れ
に
對
し
て
は
種
々
な
方
法
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此
の

　
　

目
録
で
は
別
に
近
人
雑
箸
部
を
立
て
ゝ
統
揃
し
た
。

　
　
　

此
の
目
録
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
昭
和
十
六
年
二
月
現
在
で

　
　

昭
和
十
三
年
登
行
の
漢
籍
目
録
、
十
六
年
良
行
の
禎
増
漢
籍
目

　
　

録
に
載
す
る
と
こ
ろ
の
軍
行
書
、
叢
書
子
目
を
綜
合
分
類
し
た

　
　

も
の
で
あ
る
。
目
録
を
價
値
あ
ら
し
め
る
も
の
は
蒐
集
で
あ

　
　

る
。
旺
盛
な
る
研
究
慾
、
巌
格
な
る
探
揮
方
針
、
こ
れ
が
目
録

　
　

編
纂
ま
で
に
彿
は
れ
た
努
力
で
あ
る
。
研
究
に
副
ふ
べ
き
も
の

　
　

な
る
が
故
に
、
又
物
質
上
の
制
約
を
冤
れ
な
い
が
故
に
、
遺
漏

　
　

な
く
蒐
集
さ
れ
た
方
面
と
、
然
ら
ざ
る
方
面
と
が
あ
る
。
又
賓

　
　

用
の
精
刻
本
は
蒐
集
さ
れ
た
が
、
明
版
以
上
の
所
謂
稀
蔵
書
は

少
い
。
尤
も
蒐
集
の
豊
富
と
詔
め
ら
れ
る
叢
書
は
、
富
初
武
進

の
陶
湘
氏
の
奮
蔵
を
入
れ
た
の
を
基
と
し
て
、
特
に
網
羅
に
意

を
彿
っ
た
も
０
で
あ
る
。
叢
刻
は
其
の
数
約
一
千
除
種
。
輩
行

書
叢
書
子
目
を
合
せ
て
約
五
萬
部
三
萬
除
種
。
書
名
人
名
通
嶮

を
併
せ
れ
ば
約
十
五
萬
の
カ
ー
ド
を
携
行
す
る
に
均
し
い
。
従

来
は
一
叢
書
の
目
録
さ
へ
軍
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
に

は
一
科
の
洞
悉
を
要
し
、
屡
専
科
目
録
が
編
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
、
研
究
者
０
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
多
敷

　

蔵
書
目
録

よ
り
も
一
つ
の
綜
合
さ
れ
た
分
類
目
録
が
望
ま
し
い
。
し
か
し

俄
に
綜
合
目
録
が
得
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
分
類
目
録
が

叢
刻
の
嶮
索
に
解
決
を
輿
へ
た
こ
と
χ
、
そ
れ
に
研
究
上
〔
賓

用
書
を
配
し
た
こ
と
は
、
廣
く
使
用
さ
れ
得
る
意
味
を
持
つ
も

の
と
思
ふ
。

　

分
類
内
の
各
１
　
０
序
次
は
、
特
殊
な
も
０
を
除
い
で
撰
者
の

生
年
に
よ
っ
た
が
、
分
類
目
録
と
し
て
探
る
べ
き
他
の
方
法
は

卒
年
に
よ
る
か
、
成
書
の
年
代
に
よ
る
等
が
考
へ
ら
れ
る
。
此

０
中
に
も
近
人
雑
箸
部
は
概
ね
成
書
０
時
に
よ
っ
た
。
一
人
の

生
卒
を
明
か
に
す
る
篤
に
幾
日
か
か
～
り
、
何
年
か
後
に
明
に

な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
只
説
郭
の
如
き
も
０
は
茸
題
を
存
し
た

が
篤
に
同
書
分
出
が
出
来
た
が
、
通
塗
で
補
正
さ
れ
よ
う
。
分
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類
０
上
に
於
て
は
、
分
類
の
異
る
も
０
は
附
蔵
書
と
雖
も
分
離

　
　

し
て
編
類
し
て
あ
る
。
原
形
を
失
ふ
鮎
も
あ
る
が
、
姉
妹
書
で

　
　

あ
る
１
　
三
年
十
六
年
刊
の
二
目
を
參
照
さ
れ
た
い
。
叢
刻
の
内

　
　

容
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
叉
現
行
の
書
に
本
い
て
居
る
篤
に

　
　

小
方
壷
斎
輿
地
叢
妙
の
如
く
Ｉ
。
書
呪
一
篇
を
取
り
出
し
た
も
の

　
　

も
、
矢
張
り
一
書
と
し
て
取
扱
は
れ
、
原
書
と
の
開
係
が
示
し

　
　

難
い
。
此
の
鮎
は
讃
者
の
理
解
に
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　

し
か
し
分
類
ぶ
い
か
ほ
ど
精
密
に
行
は
れ
て
も
嶮
索
に
不
便

　
　

が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
近
来
０
１
　
日
が
索
引
を
附
す
る
傾
向
は

　
　

喜
ば
し
い
。
内
容
０
不
備
も
補
正
し
得
る
。
章
學
誠
０
や
か
ま

　
　

し
く
い
ふ
亙
著
も
解
消
す
る
。
分
類
目
録
と
書
名
・
人
名
通
嶮

　
　

と
は
必
ず
三
者
一
腰
と
し
て
行
ふ
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
叢
書

　
　

子
目
索
引
の
如
き
も
の
は
あ
る
が
、
分
類
は
分
ら
な
い
。
人
名

　
　

索
引
に
し
て
為
同
様
で
あ
っ
て
、
輩
行
す
れ
ば
努
多
く
し
て
功

　
　

は
少
い
。
人
名
通
塗
に
っ
い
て
い
へ
ぼ
、
従
来
は
四
庫
全
書
總

　
　

目
の
一
萬
齢
種
に
對
す
る
索
引
、
金
陵
大
學
の
叢
書
三
百
六
十

　
　

齢
種
に
つ
い
て
編
せ
ら
れ
た
叢
書
子
目
備
検
著
者
之
部
が
あ
る

　
　

に
過
ぎ
な
い
。
外
に
齢
文
志
綜
合
引
得
、
或
は
傅
記
綜
合
引
得
、

　
　

人
名
附
典
０
利
用
等
で
あ
っ
た
が
、
史
傅
に
於
て
は
廻
り
く
ど

2
5

　

く
著
作
の
記
載
は
多
く
は
詳
で
な
い
。
こ
の
鮎
で
も
三
萬
齢
種

に
對
す
る
人
名
通
嶮
は
役
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
ら
う
。

　

七
略
は
源
流
を
況
い
た
。
目
録
は
學
術
史
と
表
裏
す
る
。
分

類
目
録
成
る
に
営
っ
て
も
こ
の
事
匙
考
へ
る

　

編
纂
０
始
末
は

趾
に
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
私
と
し
て
は
濫
竿
、
走
卒
の
任
を
致

し
た
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
研
究
に

貢
献
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
こ
と
を
所
る
と
共
に
、
誤
に
つ
い
て

は
偏
に
叱
正
を
願
ふ
次
第
で
あ
る
。
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